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令和９年度予算編成方針 

 

政府が６月に発表した月例経済報告では、「景気は、緩やかに回復しているが、中東情勢

の影響を注視する必要がある」とされています。また、日本銀行の金融政策決定会合におい

ては、政策金利を引き上げる決定がされています。こうした経済金融情勢の変化は、区民生

活や地域経済に影響を及ぼす可能性があることから、その動向を十分に注視していく必要が

あります。 

区財政においては、特別区民税収入は株式等の分離譲渡所得の割合が他自治体と比較して

高いため、景気動向の影響を受けやすく不安定な側面がある一方、人口増加や給与所得の増

加傾向から、堅調な推移が見込まれます。また、歳出は物価や人件費の高騰、施設整備費の

増など、経常的な経費の増加が見込まれます。 

こうした財政状況を踏まえ、区民生活や地域経済を取り巻く課題に対しては、堅調な歳入

を必要な施策に的確に活用し、時期を逸することなく対応していく必要があります。 

令和９年度は、現在、最上位の構想・計画として策定を進めているＭＩＮＡＴＯビジョン

に基づく区政運営を開始する年度であるとともに、「将来に向けた持続可能な区役所への改

革」により専門性を高めるための執行体制の見直しを行うほか、施政方針の実現に向けて、

これまでの施策の成果を一層確かなものとする重要な年度です。 

ＭＩＮＡＴＯビジョンに掲げた将来像の実現に向けて力強く踏み出し、施政方針に掲げた

港区の確実な実現に取り組むなど、日本をリードする基礎自治体として、その役割を果たし、

区民の期待と信頼に応え希望ある未来を描けるよう、実効性の高い予算を編成します。 

 

Ⅰ 予算編成における基本方針 

 

１ ＭＩＮＡＴＯビジョンに基づく区政運営の推進 

 ＭＩＮＡＴＯビジョンに掲げる将来像の実現に向け、政策・施策における目標達成や

以下に示すリーディングプロジェクトによる分野横断的な課題解決について、中長期視

点をもって施策の具体化に着手します。 

・少子化対策の推進 

・人口変動への対応 

・あらゆる災害・危機への対応 

・水辺空間の活用 

・ＤＸの推進 

 

 



２ 施政方針に掲げた港区の確実な実現 

これまで積み上げてきた成果を確実に定着させるとともに、取組の深化、充実を図り、

施政方針に掲げた港区の実現に向けた歩みを一段と加速させます。 

 

 ３ 財政状況を踏まえた施策の早期展開 

   特別区民税収入の堅調な推移など、区財政の状況を的確に捉え、区民生活や地域経済

に効果が及ぶ施策について、実施時期の前倒しを含め、スピード感をもって推進します。 

 

４ 施策の推進を支える財源確保と資源配分 

   国や東京都等の補助金の積極的な活用や税外収入の確保など、あらゆる手法により財

源を確保します。 

また、限られた財源や人的資源を施策に効果的に配分するため、事業の優先順位を明

確化し、事業の廃止、統合等を推進します。 

 

Ⅱ 各分野における取組強化の方向性 

 

１ 子育て・教育分野 

（１）切れ目のない支援を充実し、安心して子どもを生み育てられる環境を実現します。 

（２）魅力ある学びの機会を充実し、子どもの多様な可能性と成長を支援します。 

（３）子どもの権利を尊重し、配慮を必要とする子どもを支援します。 

 ２ 保健福祉・健康・衛生分野 

（１）高齢者をはじめ、あらゆる世代のいきいきとした暮らしを支援します。 

（２）障害者が地域で安心して暮らし続けられるよう支援します。 

（３）一人ひとりの日々の健康と心豊かな暮らしを支援します。 

 ３ 防災・まちづくり・環境分野 

 （１）地域特性を踏まえた防災対策を強化します。 

（２）安全で快適な都市環境を整備します。 

（３）豊かな自然と良好な生活環境を持続的に確保します。 

 ４ 産業・地域・文化芸術・国際化分野 

（１）地域のにぎわいと魅力を創出します。 

（２）みなと芸術センターを開館し、誰もが文化芸術に親しむ機会を充実します。 

（３）国際交流や相互理解の機会を創出し、多文化共生社会を推進します。 

 ５ 行政運営分野 

 （１）円滑で質の高いサービス提供に向けた環境を整え、区民の利便性を向上します。 


